岩手の風土記シリーズ（５）　三ツ石神社と鬼の手形

平成から令和に年号が改まり、最初の風土記シリーズの投稿です。過日知人から「岩手の風土記」もいいが、「南部の風土記」でもいいのではと提案がありました。岩手県は旧南部藩の地域と旧伊達藩の地域が混在していて、筆者の生まれ故郷であるケセン国は、何を隠そう旧伊達藩なのである。したがって伊達藩士としては「南部風土記」とするには差しさわりがあり「岩手の風土記」としたのである。何はともあれ、今年度も「岩手の風土記」を宜しくお願いします。
さて今回は岩手県民であればだれもが知っている「岩手（いわて）」の由来について紹介しよう。
４月初旬、盛岡では梅の花がやっと咲き始めた頃、筆者は盛岡観光スポットの一つである
北山寺院群のある盛岡市名須川町に足を向けた。目的は岩手の名前の由来とされる三ツ石神社にある「鬼の手形」を拝観するためである。岩手県に住んでいる人なら、岩手の由来となっている“鬼の手形”については、誰で一度は聞いたことがあると思うが、[image: ]今回が初めての参拝になる。盛岡駅から循環バス（でんでんむし号）に乗車して本町通りで下車、名須川町の北山寺院群に降り立ったのは午後１時を少し回っていた。この日は冬に逆戻りしたように肌寒く感じる日であった。さて、鬼の手形がある三ツ石神社まではバス停から歩いて１０分弱で着いた。そのポツンとしたたたずまいは若干驚いたが、やや小さめの社殿としめ縄を張った三体の大岩があるだけであった。ここが、古くから三ツ石様と呼ばれて人々の信仰を集めている三ツ石神社である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【梅の花】
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【鬼の手形の看板】　　　　　【三ツ石神社】　　　　　　　　【鬼の手形の三ツ石】
　その昔、岩手山が大爆発を起こしたときに、三つに割れて飛んできた大岩を、人々は「火の中から飛んできたありがたい石だ」とあがめるようになった。その頃盛岡城下では羅刹（らせつ）という鬼が現れ、散々な悪さをして人々を苦しめていた。困り果てた人々は、三ツ石神社に鬼退治を祈願した。三ツ石の神様はその願いを聞き入れて悪鬼をとらえ、二度と悪さをしないよう、鬼に誓いの証しとして境内の大岩に大きな手形を押させた。それが「岩手（岩に鬼の手形）」の地名の由来である。また、鬼が再び来ないことを誓ったので盛岡の別の呼び名である「不来方（こずかた）」と呼ぶようになったという言い伝えもある。さらには、鬼の退散を喜んだ人びとが幾日も「さんささんさ」と言って踊り、神様に感謝のまごころを奉じ、この時の踊りが「さんさ踊り」の起源といわれる。毎年８月に開催される盛岡さんさ踊りの時は、三ツ石神社の神前でその年のミスさんさ達による奉納のさんさ踊りが行われている。
三ツ石に刻印された“鬼の手形”は現在は風化の影響でなかなか判別できず、雨上がりの時に見る確率が高いと聞く。噂によれば、心の清らかな人にしか目にすることができないという。当然ながら筆者の邪心に満ちた目では、はっきりとは確認できなかったが、それらしきものは何とか見つけることができたと自己満足している。
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　　【鬼の手形？】　　　　　　　　　　　　　　【奉納さんさ】

ところで、この三ツ石神社と鬼の関係には別の見方もあるようだ。三ツ石神社＝坂上田
村麻呂、羅刹（鬼）＝阿弖流為（アテルイ）というものである。時の権力者がよく使う手
法でもあるが、その真偽や時代考証はともかく、遠く歴史ミステリーいや歴史ロマンに思いを馳せるのも一興かと・・・・。尚、三ツ石神社の御朱印は、盛岡城跡公園にある櫻山神社で貰い受けることができるようだ。さらに、この界隈には五百羅漢や石川啄木や宮沢賢治ゆかりの仏閣が多く点在していて、観光地としての側面も有している。また、名須川町にある、寺町通は、日本の道百選にも選ばれていて、訪れてブラブラと散策して見たいところでもある。
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　　【三ツ石神社の拝観印】　　　　　　　　　【五百羅漢の像】
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